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即事麟翻統合海部鮮ユ坐観望蒜二緒欝耕′詰 

e臨時国会での

所信表明で安倍

首相は漁民の納

得を得ないまま、

突如、「漁業法を抜本的に改正する」と表明。

免高知県委員会と県議団は、その狙いは、

「儲かりそうな漁業と漁場を企業に開放す

るもの、漁業者の利益を守ろう」と、松本

けんじ国政対策委員長と高知県漁業協同組

合を訪れ懇談を深めた。

・環窮ぐ時論（緋） 

年ぶんあぐ砧てきれrこ。 

和郎醇化のど一組、「こいとマス汚 し†少和む頼・「さ、お山高畠、枇 七．巧い珊呼び、秋て」†描か写る 

振ひが恥、†叫ぶ！凸震い遠耳あり・ 寿都二ひ高畠、勃正し五十七一かpヾ・料担 い、幻、証妹親。苦れ・う時と食べ3理 

ん　食心持㌦鼻柱幼巧が・・・。 
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㊤法案は地元漁協や漁業者が優先的に持っ

ている養殖〃定置網の漁業権を企業に与え、

地元優先lL－ILを廃止するもの。

懇談では、

①土佐清水のサバや室戸の金目鯛、そし

てモジャコなど、地元漁民が何とか維持

している沿岸漁業へカのある企業が参入

し地元漁民が漁場から追い出されかねな

い事や、

②資源管理のためのトン数規制を止めて

遠洋漁船の大型化を推進する案は、零細

業者の割当て減と、沿岸漁場の資源減少

となりかねない事などが話された。

これからも、水産資源を守り、地元漁業

漁民の営業を守るために、協力共同の前進

を図っていきたい。

凝議親鶏克子 　レン紳躯皿 

12月2日Cの　医。bJ〈埼 

お薙麹稲梓云働2拷 
れ倉持挨高木榔六か I南レ勧ヅソ紳助私小離結 　翫杓が、港割増考向 


